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ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みいただき、使用上の注意事項、
本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用くださるよう
お願いいたします。
また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。



■安全上のご注意
・火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご注意」を必ず
守ってください。

・ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、指示に従って正しく使用
してください。

・お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。
・他の人に貸出す場合は、いっしょに取扱説明書もお渡しください。

　安全作業のために：
1. 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・ちらかった場所や作業台は、事故の原因となります。

2. 作業場の周囲状況も考慮してください。
・電動工具は、雨ざらしにしたり、湿った、またはぬれた場所で使用しないでくだ
さい。

・作業場は十分に明るくしてください。
・可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

3. 感電に注意してください。
・電動工具を使用中、身体をアースされているものに接触させないようにしてくだ
さい。（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）

4. 子供を近づけないでください。
・作業者以外、電動工具やコードに触れさせないでください。
・作業者以外、作業場へ近づけないでください。

5. 使用しない場合は、きちんと保管してください。
・乾燥した場所で、子供の手の届かない安全な所、または鍵のかかる所に保管して
ください。
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　　警　告!

このたびは、リョービチェンソーをお買い上げいただきありがとうございます。
安全に能率よくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を最後までよくお読みください。
使用上の注意事項、本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用くださ
るようお願いいたします。

注意文の「  警告」、「  注意」の意味について
ご使用上の注意事項は「  警告」と「  注意」に区分していますが、それぞれ次の意味を表
します。
  警告　：誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内

容のご注意。
  注意　：誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物

的損害のみの発生が想定される内容のご注意。
なお、  注意  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
  警告 ・   注意  以外に製品の据付け、操作、メンテナンスなどに関する重要な注意事項は
「（注）」にて表示しています。安全上の注意事項と同様必ず守ってください。
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6. 無理して使用しないでください。
・安全に能率よく作業するために、電動工具の能力に合った速さで作業してください。

7. 作業に合った電動工具を使用してください。
・小型の電動工具やアタッチメントは、大型の電動工具で行なう作業には使用しな
いでください。

・指定された用途以外に使用しないでください。
8. きちんとした服装で作業してください。
・だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻込まれる恐れがあるの
で着用しないでください。

・屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑止めのついた履物の使用をお勧めします。
・長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

9. 保護めがねを使用してください。
・作業時は、保護めがねを使用してください。また、粉じんの多い作業では、防じ
んマスクを併用してください。

10. 防音保護具を着用してください。
・騒音の大きい作業では、耳栓、耳覆い（イヤマフ）などの防音保護具を着用して
ください。

11. 集じん装置が接続できるものは接続して使用してください。
・電動工具に集じん機などが接続できる場合は、これらの装置に確実に接続し、正
しく使用してください。

12. コードを乱暴に扱わないでください。
・コードを持って電動工具を運んだり、コードを引っ張って電源コンセントから抜
かないでください。

・コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。
13. 加工するものをしっかりと固定してください。
・加工するものを固定するために、クランプや万力を使用してください。手で保持
するより安全で、両手で電動工具を使用できます。

14. 無理な姿勢で作業をしないでください。
・常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。

15. 電動工具は、注意深く手入れをしてください。
・安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切れる
状態を保ってください。

・注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
・コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い上げの販売店、または
リョービ販売営業所に修理を依頼してください。

・延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には交換して
ください。

・握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリスなどが付かないように
してください。

16. 次の場合は、電動工具のスイッチを切り、電源プラグを電源コンセントから抜いて
ください。
・使用しない、または修理する場合。
・刃物、砥石、ビットなどの付属品を交換する場合。
・その他危険が予想される場合。



17. 調節キーやレンチなどは、必ず取外してください。
・電源を入れる前に、調節に用いたキーやレンチなどの工具類が取外してあること
を確認してください。

18. 不意な始動は避けてください。
・電源につないだ状態で、スイッチに指を掛けて運ばないでください。
・電源プラグを電源コンセントにさし込む前に、スイッチが切れていることを確認
してください。

19. 屋外使用に合った延長コードを使用してください。
・屋外で使用する場合、キャブタイヤコード、またはキャブタイヤケーブルの延長
コードを使用してください。

20. 油断しないで十分注意して作業を行なってください。
・電動工具を使用する場合は、取扱方法、作業の仕方、周囲の状況など十分注意し
て慎重に作業してください。

・常識を働かせてください。
・疲れている場合は、使用しないでください。

21. 損傷した部品がないか点検してください。
・使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作動す
るか、また所定機能を発揮するか確認してください。

・可動部分の位置調整、および締付け状態、部品の破損、取付け状態、その他運転
に影響を及ぼす全ての箇所に異常がないか確認してください。

・破損した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従ってく
ださい。
　取扱説明書に指示されていない場合は、お買い上げの販売店、またはリョービ販
売営業所に修理を依頼してください。
　スイッチが故障した場合は、お買い上げの販売店、またはリョービ販売営業所に
修理を依頼してください。

・スイッチで始動、および停止操作の出来ない電動工具は、使用しないでください。
22. 正しい付属品やアタッチメントを使用してください。
・この取扱説明書、およびリョービパワーツールカタログに記載されている付属品
やアタッチメント以外のものを使用すると、事故やけがの原因となる恐れがある
ので使用しないでください。

23. 電動工具の修理は、専門店に依頼してください。
・この製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
・修理は、必ずお買い上げの販売店、またはリョービ販売営業所にお申しつけくだ
さい。

・修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、
事故やけがの原因となります。

　この取扱説明書は、大切に保管してください。

騒音について
ご使用に際し、周囲に迷惑をかけないように、各都道府県などの条例で定める騒音
規制値以下でご使用になる必要があります。必要に応じてしゃ音壁を設けるなどし
てください。
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　　警　告!



チェンソーご使用に際して
先に電動工具としての共通の警告・注意事項を述べましたが、チェンソーをご使用の際には、
さらにつぎに述べる警告・注意事項を守ってください。

1. 使用電源は、必ず銘板に表示してある電圧で使用してください。
・表示を超える電圧で使用すると回転が異常に高速となり、けがの原因になりま す。

2. チェンソーを雨中や湿気の多いところで使用したり、放置しないでください。
・感電の恐れがあります。

3. 使用中は、本体を保持してください。
・機体がはね返り、けがの原因になります。

4. はしごや木に登って作業をするなど、不安定な姿勢で使用しないでください。
・けがの原因になります。

5. 肩の高さより高い位置で使用しないでください。
・けがの原因になります。

6. ガイドバーの先端部での切断はしないでください。また、ガイドバーの先端部を枝
や地面などに触れさせないように作業してください。
・機体がはね返り（キックバック）けがの原因になります。

7. 使用中は、ソーチェン、ガイドバーや切りくずなどに手や顔などを近づけないでく
ださい。
・けがの原因になります。　

8. 使用中、機体の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちにスイッチを切って
使用を中止し、お買い上げの販売店、またはリョービ販売営業所に点検・修理を依
頼してください。
・そのまま使用していると、けがの原因になります。

9. 誤って落としたり、ぶつけたときは、ソーチェン、ガイドバーや本体などに破損 や
亀裂、変形がないことをよく点検してください。
・破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。

10. （事業者の方へ）樹木を伐り倒す作業や伐り倒した樹木を切断する作業を行なう場
合は法、規則で定める特別教育を受けた人に行なわせてください。
（関連法令：労働安全衛生法　第59条３項、安全衛生特別教育規程　第10条の２、
労働安全衛生規則　第36条８号の２）
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　　警　告!

　　注　意!

1. ソーチェンや付属品は取扱説明書に従って確実に取付けてください。
・誤った取付け方をしますと、ガイドバーからソーチェンが外れ、けがの原因にな
ります。

2. ソ－チェンなどでコードを切断しないように注意してください。万一、コードを傷
つけたり、誤って切断した場合は直ちに電源プラグを電源コンセントから抜いてく
ださい。
・感電の恐れがあります。

3. 使用しないときは、ガイドバーにカバーをし、ソーチェンがむき出しにならないよ
うにして、子供の手の届かないところに保管してください。
・けがの原因になります。



　　注　意!

5

（注）延長コードは、出来るだけ太く短い工業用のキャブタイヤコードを使用してくださ
い。長すぎる延長コードは電圧の降下により、十分な性能が発揮されないだけでな
く、モーター焼けの原因にもなります。
ドラム式の延長コードを使用する場合は、発熱などによる電圧の降下や火災事故を
防止するために、コードをすべて引出して使用してください。

導体公称断面積 使用できる最大長さ
1.25mm2 15m
2.0mm2 30m

4. スイッチを入れるとき、ソーチェンが材料や他のものに当たっていないことを確認
してください。
・機体が引張られたり戻されたりして、けがの原因になります。

5. 材料に石、釘などの異物が入っていないことを確かめてください。
・ソーチェンが石などに当たると、けがの原因になります。

 6. 切断材料は、確実に固定してください。また切落とし材に十分注意してください。
・けがの原因になります。

 7. 切落とし寸前や切断中に材料の重みでガイドバーが材料にはさみ込まれないよう
に、切断する部分に近い位置を支える台を設けてください。
・ガイドバーがはさみつけられると、けがの原因になります。

8. 本体を作動させたまま床などに放置しないでください。
・けがの原因になります。



■仕様
　モデル CS-2500 CS-3000 CS-3600

　電　源 単相・交流 100V 50/60Hz

　電　流 ８Ａ 　

　消費電力 750Ｗ 　

　チェンスピード 6.3m/s 　　　　　

　最大切断能力 255mm 300mm 360mm

　ソーチェン 90SG-40(ピッチ3/8”) 90SG-45(ピッチ3/8”)     90SG-52(ピッチ3/8”)

　機体寸法（長さ） 520mm 565mm 630mm 　

　質　量 2.0kg 2.1kg 2.2kg

　絶縁方式 二重絶縁
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■各部の名称

ガイドバー押え 

六角棒レンチ チェンカバー 

オイルキャップ 

スイッチ（トリガ） 

ガイドバー 

ソーチェン 

ロックボタン 

■別販売品
・丸ヤスリ　4mm
・チェンオイル（1 ）
・デプスゲージジョインタ
・平ヤスリ
・チェンソーシャープナ

■付属品
・チェンオイル  50 ････････････････ 1
・六角棒レンチ　5mm（本体収納）･･･ 1
・ソーチェン（本体取付） ･･･････････ 1
・ガイドバー（本体取付） ･･･････････ 1
・チェンカバー ･････････････････････ 1

■用途
・木材の切断

（注）91タイプのソーチェンは使用できません。
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●スイッチの扱い方

・使用電源は、必ず銘板に表示してある電圧で使用してください。表示を超える電圧で使
用すると、回転が異常に高速となり、けがの原因になります。

■操作方法

●ご使用前の準備
・オイルタンクの給油口から付属品のチェンオイ
ルを給油してください。チェンオイルはリョー
ビ純正のチェンオイルまたは、市販のチェンオ
イル、エンジンオイル(夏場：SAE30、冬場：
SAE10)でゴミなど異物が混入していないもの
をご使用ください。
・オイルタンク内のオイル残量の確認は本体モー
ターケース側の点検窓で行なえます。オイル点
検窓からオイルが見えなくなりましたら残りわ
ずかですので、必ず補充してください。
・本機は、スイッチをいれるとソーチェン、ガイド
バーに自動的にチェンオイルが給油されます。

　　警　告!

オイル点検窓 

スイッチ（トリガ） 

ロックボタン 

オイルキャップ 
（給油口） 

（注）両手でハンドルを保持してからスイッチを
入れてください。

・スイッチ操作は、ロックボタンを押した状態で
トリガを引くと入り（セフティスイッチ）、離す
と切れます。周囲に十分注意してスイッチを入
れてください。

・ソーチェンの張り具合を確認してください。
確認方法はガイドバーの中ほどでソーチェンを
軽く指で引上げ（本体が浮かない程度）、ドラ
イ ブ リ ン ク の 底 が ガ イ ド バ ー か ら
１～２mm離れる程度が最適です。調整が必要
な場合は、ソーチェンの調整（Ｐ8）の要領で
行なってください。 1～2ｍｍ ドライブリンク 



●ソーチェンの調整・交換

・ソーチェンの調整・交換のときは、スイッチを切り、電源プラグを電源コンセントから
抜いてください。不意な始動によるけがの原因になります。
・ソーチェンは取扱説明書に従って正しく取付けてください。誤った取付け方をします
と、ガイドバーからソーチェンが外れ、けがの原因になります。
・ソーチェンは仕様に明記してある正しいタイプのものを使用してください。誤ったタイ
プを取付けられますとガイドバーからソーチェンが外れ、けがの原因になります。
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　　警　告!

（ソーチェンの調整）
1. 本体より六角棒レンチを取外します。六
角棒レンチで、六角穴付ボルトを少しゆ
るめます。

2. 六角棒レンチでチェン引ネジを回し、ソー
チェンの張りを調整します。チェン引ネジ
を右へ回すとソーチェンは張り、左に回す
とゆるみます。

3. ソーチェンの張りはガイドバーの中ほどで
ソーチェンを軽く指で引上げ（本体が浮か
ない程度）、ドライブリンクの底がガイド
バーから１～２mm離れる程度に調整して
ください。

4. 調整後はガイドバーを上側に持上げなが
ら、六角棒レンチで六角穴付ボルトを強く
締付けてください。
※締付トルク7.8～9.8N･m(80～100kgf･cm)

ガイドバー押え 

六角棒レンチ 六角穴付ボルト 

ゆるむ 

チェン引ネジ 
六角棒レンチ 

張る 

ゆるむ 

1～2ｍｍ ドライブリンク 

（注）新品時のソーチェンは多少の伸びが
ありますので、少し使用ののち、点
検をしてください。必ず電源コンセ
ントから電源プラグを抜いて調整を
行なってください。再調整の必要が
ある場合は、前述1～5の要領でソー
チェンの張りを調整します。

ガイドバー押え 

六角穴付ボルト 

六角棒レンチ 

しまる 

5. チェン引ネジを軽く締めてください。
※締付トルク1.0～1.5N･m(10～15kgf･cm)

チェン引ネジ 
六角棒レンチ 

しまる 
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（ソーチェンの取外し）
 1. 本体より六角棒レンチを取外します。

 2. 六角棒レンチで六角穴付ボルトをゆるめ、ガイ
ドバー押えを取外しますと、ガイドバー、ソー
チェンは簡単に外せます。

（注）ソーチェンの取外しの際には、オイル吐出
口、オイル穴、ガイドバー溝およびその周
辺の切粉を取除いてください。切粉などが
たまっていますと故障の原因になります。

（ソーチェンの取付け）
 1. ガイドバーの溝にソーチェンのドライブリンク
を入れセットした後、スプロケットにドライブ
リングを入れてください。
（注）ソーチェンの刃の向きに注意してくださ

い。

 2. ガイドバーの取付穴にガイドバーピン、チェン
引金具をはめ込んでください。

 3. ガイドバーを押えた状態でガイドバー押えをは
め、六角穴付ボルトを軽く締付けてください。

スプロケット 
取付穴 

ガイドバー 

ガイドバーピン チェン引金具 

ドライブリンク 

ガイドバー先端方向 

4. 「ソーチェンの調整」2～5の要領でソーチェン
の張りを調整します。

ガイドバー押え 

六角棒レンチ 六角穴付ボルト 

ゆるむ 

ガイドバー押え 

六角穴付ボルト 

六角棒レンチ 

しまる 

オイル吐出口 溝 
オイル穴 

ガイドバー 
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●オイル吐出確認
・スイッチを入れ、右図の様にしてオイルが出て
いることを確認してください。

オイル吐出口 溝 
オイル穴 

ガイドバー 

・２～３分回転させてもオイルが出ない場合に
は、オイルの吐出口周りに切粉がたまっていな
いか確認し、オイル穴、ガイドバー溝およびその
周辺の切粉を取除いてください。

■切断作業

・使用中は両手で確実にハンドルを保持してください。機体がはね返り、けがの原因とな
ります。
・ガイドバーの先端部での切断はしないでください。また、ガイドバーの先端部を枝や地
面などに触れさせないように作業してください。機体がはね返り（キックバック）けが
の原因になります。
・使用中は、ソーチェン、ガイドバーや回転部に手や顔などを近づけないでください。け
がの原因になります。

・スイッチを入れるとき、ソーチェンが材料や他のものに当たっていないことを確認してく
ださい。機体が引張られたり戻されたりして、けがの原因になります。
・切断材料は、確実に固定してください。また切落とし材に十分注意してください。けが
の原因になります。
・切落とし寸前や切断中に材料の重みでガイドバーが材料にはさみ込まれないように、切
断する部分に近い位置を支える台を設けてください。ガイドバーがはさみつけられると
けがの原因になります。

（注）無理に押しつけたり、切断中にこじたりしますと機械各部の故障の原因になります。
無理なく、まっすぐに切断してください。

・正しい使い方をマスターしてください。
　１～２本切ると上手に出来ます。
・切断を行なう前にソーチェンの張り具合及び、チェンオイルが出ているか確認してくださ

い。

　　警　告!

　　注　意!

乾いた木材またはコンクリート面 乾いた木材またはコンクリート面 
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3. 大きい材料の場合は、ガイドバーのつけ根付
近（右図A部分）を支点にテコ運動をしなが
ら切断してください。

1. 切断材の下にまくらを敷き、地面から出来る
だけ離して固定してください。
（注）地面に近すぎますと、切断後地面にソー

チェンが当たり、ソーチェンを傷付ける
だけでなく、小石などをはね上げ危険で
す。

2. スイッチを入れてソーチェンのスピードを上
げた後、ガイドバーのつけ根付近（右図A部
分）を切断材に静かに当ててください。
（注）先端切りは、はね上がり、安定した作業

ができませんので危険です。必ず元の部
分で切断してください。

まくら 

はねる 

A

上げる 

下げる 

A
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●伐木作業（樹木を伐り倒す作業）

・伐木作業（樹木を伐り倒す作業）や造木作業（伐り倒した樹木を切断する作業）を行なう
ときは、法、規則で定める特別教育（講習）を受けたり、お買い求め先に相談するなどし
て適切な指導を受けてください。
・伐木作業を行なうときは、必ず二人以上で作業を行なってください。

　警　告!

1. 伐り倒す木の傾き、大きな枝の位置、風向き
などを考慮し、倒す方向、避難する方向を決
めます。

2. 伐り倒す木の周囲の障害物を取除き、足場の
安全を確認します。伐り倒す木が斜面にある
場合は、必ず山側に安全な足場を確保してく
ださい。

3. 図に示すように伐り倒す方向に直径の1/3程度
の切込みを①、②の順に入れ受口を作ってく
ださい。

4. 受口の水平部より約50mm上部に、受口の水
平部と平行に追口を切込んでください。

避難方向 

木の高さの2.5倍 

45° 

45° 

＝木が倒れる範囲 

50mm

50mm

追口 

受口 

倒す方向 

② 

③ 

① 

木の直径の1/3

●枝払い作業
1. 倒した木の枝払いは、まず上部、側面の枝を一
方向より切落としてください。

2. 幹を支えている大きな枝を残し、地面側の枝を
下側より切落としてください。

チェンソー 

5. 追口の切込みが樹心を越えますと木が倒れ始めます。木が倒れ始めましたら、切口より
チェンソーを離し、その場にチェンソーを置いて避難してください。

6. 木が所定の方向に倒れそうもない場合やソーチェン、ガイドバーが挟まれたときは作業を
中止し、追口にクサビを入れて倒れる方向を矯正したり、ソーチェン、ガイドバーが挟ま
れないようにしてください。
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●ソーチェンの目立
・目立は自分でできます。別販売品
の丸ヤスリ（４mm）またはチェン
ソーシャープナで左右のカッタの
角度に注意し、目立をしてくださ
い。（右図）
仕上げ角度は、下図のようになる
のが理想的です。
30゜の刻印を目安に目立を行なっ
てください。

■保守と点検

・保守、点検、部品交換などのお手入れの前にスイッチを切り、プラグを必ず電源から抜
いてください。けがや感電の原因になります。

　　警　告!

（デプスゲージジョインタ）
デプスゲージジョインタをソーチェンの上にか
ぶせます。デプスゲージが高すぎる場合には溝
からデプスゲージの頭が出ます。溝から出てい
る部分を平ヤスリで削り落とし、適切なデプス
ゲージ高さに調整します。

チェンソーシャープナ 

飛び出たデプスゲージの頭 

デプスゲージジョインタ 

平ヤスリ 

30

 

30

85 60

上および側面を研磨しないでください。 

30  の刻印 
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●各部取付けネジの点検
・ネジなどのゆるみがないか確認してください。もし、ゆるみがある場合は締直してください。

●使用後の手入れ
・使用後は、ソーチェンを回転させ、油を十分まわしておいてください。
・油汚れなどをふき取り、使いやすい状態にしておいてください。乾いた布か石けん水をつ
けた布で本体をふいてください。
・使用後には、ガイドバーの溝、オイル穴およびその周辺の切粉を取除いてください。
・ガソリン、シンナー、石油類での清掃は本体をいためます。また、水洗いは絶対にしない
でください。

●作業後の保管
・作業後は、ソーチェンがむき出しにならないよう
にチェンカバーを取付けてください。
・高温にならない乾燥した場所に保管してくださ
い。お子さまの手の届く範囲や落下の恐れのある
ところはさけてください。
・使用後に機械ガイドバー部やオイルポンプの
チューブ内のチェンオイルが流れ落ちることがあ
ります。周囲を汚さないように注意してくださ
い。

●カーボンブラシについて
・本機には消耗品のカーボンブラシを使用しています。カーボンブラシが摩耗して短くなっ
た場合には交換が必要です。カーボンブラシは総作業時間約80時間程度で寿命となりま
す。週に１度１～２時間程度の使用の場合、約１年です。１年に１度定期点検をお買上げ
販売店に依頼されることをお勧めします。
・短くなったカーボンブラシをそのまま使用されますと、モーター焼けの原因になります。

●修理について
・本機は厳密な管理の元で製造されています。もし正常に作動しなくなった場合には、お買
い上げの販売店にご用命ください。
その他、部品ご入用の場合、あるいは取扱い上ご不明な点、ご質問などご遠慮なくお問合
わせください。

チェンカバー 



 

部品ご入用、故障の場合、その他取扱い上ご不明な点があった場合には、
ご遠慮なくお買い上げの販売店にお問い合わせください。 
 
※改良のためお断りなく仕様、外観などを変更することがあります。 


